
要
旨

一 、

『
和

名
類
緊
抄
」
渓
文
本
文
中
の
「
本
互
」
は『
新
修
本
草
』
の

本
文
で
あ
り 、
「
岡
隠
居
注」
「
蘇
敬
注」
は
そ
の
注
で
あ
る。

.
―- 、

源
順
は、
少
な
＜
と
も
こ
れ
ら
の
部
分
は、
「
孫
引
き」
の
形
で、

『
輔
仁
本
草
』
か
ら
引
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る。

l

『
和
名
類
豪
抄
』
の
序
文
と
内
容
の
相
異

（注l)

『
和

名
類
緊
抄
（
以
下
『

和
名
抄
』
と
略
称

す
る
）
』
の
序
文

に
は、

全
峰）
現ー
百
袂
文

贋巷二
十
巻 ，
白

氏事
原
而
往 ．一
兎
風
月
之
興＿

畿月
9
凡
返

可送

ぷ五

旦，蓬
弁
色、

盈
桟
氏
環
蕊

功
大
l

后

摂唇

屯

令

劫
楳
簗

i
新

盆
み
本
旦
山
州

負
外
刻
史
田
公
望
g
本
品
払
窃
笞
V .
（

T
峰）

存
勢
二
十
巻
＊
ぼ
3 ．
以
下 ．

品

含a
の
例
は
国
を
に
よ

3)

（
返
り
点・
送
り
仮
み

界5
用
唱 ．

．
と
あ
り 、
『

和
名
抄
』
の
撰
述
過
程
に
お
い
て
は、
『
輔
仁
本
草
（
『

和
名

（注2)

本
草
』
）
』

が
か
な
り
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る。
し
か

し、
内
容
を
み
ろ
と 、
実
際
は
次
の
八
例
の
み
が
「

和
名
本
草
云」
と
出
典

注
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

（
右

が
『
和
名
抄
』 、
左

が
『
輔
仁
本
草
』

＝ 

に

っ

い

て

以
下
同
じ。
）

―&-- は棟
芍 苔 目 通 通＾ 羊 羊 問目
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河

「
和
名
類
衆
抄
』

漢
文
本
文
に
関
し
て

和

名

類

漿

抄
L 

と

=＝1 

輔

仁

本

草
L=9 

の
関
係

野

敏

宏
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（
下
ー
ウ）

c

標
目
は
一
致
し
な
い
が
和
名
は
一
致
す
る
例

（
ま
し）

簡g-
i
忌
和
る
本
直
云

布知波

簡

葦
名
苑
云

い

合恵
質
万

新消
万
葉
集
別
用
藤
袴

扇

虹一
祖
阜

g
i恩
薫

翌
布
知
夏
れ
ま

（

□
22

〗

号）
其
実
如
小
爪
＜

音
応
和
2~
よ

笛
瓜
毛
介

蓋

貪注―
ぞ．
1-

贔

戸
g

(g)

木

色
名
椒
（
略）
加
名
毛
介

(
[

[30

〗

（文
a]

漁

唐

，

＂社”[
る
木

含
祗
應
"
"

"

｝

木
名
生
両
七
年
始
知
戻

（
二
十
B
オ）

旱
桶
力

＂‘
和
名
久
湧
乃
政

（
下
2
オ）

D
摂
目
も
和
名
も一
致
し
な
い
例

含
Io
)

樗

已顎i
l
"
"

註
科
恵
木
也
弁
急

羹

合

塵

（―一
十
収
ォ）

（宍
11-

＂

ほ

骨
？
（
略）

閉
奴
天
乃
？
乃
牟
之

（
下
11
オ）

ロ
海
経
云

"iti
,
玉
草
る

匹一
十
祁
ウ）

⑨

芸
草
（
喝

云
る
之
政
美
乃
木

「
本
草」
11
『
輔
仁
本
草
』
か、
と
も
思

（
上
38
オ）

以
上
の
例
の
う
ち
摂
目
が
異
な
ろ
も
の
は
さ
ほ
ど
問
題
に
な
ら
な
い。
な

ぜ
な
ら
『
和
名
抄
』
に
お
け
ろ
そ
れ
ら
の
例
は
す
ぺ
て、
何
ら
か
の
漢
箱
に

（

注

13
)

従
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る。
『
和
名
本
草
』
に
よ
っ
て
い
ろ
例
二
は
一
致
し

て
い
る。
問
題
に
な
ろ
の
は
和
名
が
異
な
っ
て
い
る
例
で、
大
差
は
な
い
の

で、
或
は
順
が
手
を
加
え
て
引
用
し
た
も
の
か、
と
も
思
わ
れ
ろ
が、
順
の

用
い
た
『
輔
仁
本
草
』
が、
（
特
に
和
名
に
関
し
て）
現
存
本
と
全
く
同
じ

で
あ
っ
た
と
い
う
保
証
は
な
い
の
で
即
断
は
で
き
な
い。
い
ず
れ
に
せ
よ、

以
上
の
事
実
か
ら、

『
輔
仁
本
草
』
か
ら
の
引
用
は、
序
文
に
反
し
て
八
例
し
か
な
い
の
か。

と
い
う
疑
問
が
生
じ
ろ。
以
下、
こ
の
点
に
つ
い
て
『
和
名
抄
』
渓
文
本
文

を
中
心
に
考
察
す
ろ。

二

「
本
草
云
」
の
「
本
草
」
と
は
何
か

『
和
名
抄
』
中
に
は
「
本
草
云」
と
い
う
出
典
注
記
が
非
常
に
多
く
み
ら

れ
ろ。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
例
は、

和
公
於

大
黄

本
再デ
ー
ー一
ふ
黄

良保
工

虹

合
一
名
蒐
良
（
硲）
柑
名
於
俣
之

の
よ
う
に
よ
く一
致
す
る
の
で、

わ
れ
ろ
が、
同
時
に、

（
二
＋
33
オ）
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る。

（
十
七
20
オ�）

龍
芙
本
算―N
I
l

ul
"f
吐
百
忠
惹

各

‘‘‘,
 
゜

含
仲）

竜
萎一
名
苦
菜

5
迂
和
色
古
奈
須
比一
名
る
佐
奈
涌
比

（
 

t
[

〗、

「
本
な」
の
注
文
が
『
輔
仁
本
践
』
に
み
ら
れ
な

り

こ
の
疑
問
を
考
え
る
に
先
立
っ
て
『
輔
仁
本
草
』
の
成
立
に
つ
い
て
考
え

て
お
き
た
い。
『
輔
仁
本
草
』
に
つ
い
て
は、
川
穎一
馬
氏
が

唐
の
蘇
敬
の
新
修
本
草
の
編
次
に
攘
り、
諸
家
食
経
を
徴
引
し
て
あ
り、

各
薬
名
毎
に
異
名
そ
の
他
を
注
し、
末
に
和
名
と
そ
の
産
地
と
を
掲
げ

て
あ
る。
（
『
古
辞
術
の
研
究
』
p
74)

と
述
ぺ
ら
れ
て
い
ろ。
今
回
の
潤
査
で
は、
こ
の
指
摘
に
加
え
て
以
下
の
事

実
が
明
ら
か
に
な
っ
た。
即
ち、
輔
仁
は
単
に
緬
次
を
参
考
に
し
た
だ
け
で

（
注
邑

な
く、
『
新
修
本
草
』
の
本
文
・
淡
文
注
も
か
な
り
と
り
入
れ
て
お
り、
同

曽
の
基
と
な
っ
た
『
神
殷
本
草
経
』
を
や
は
り
基
と
し
て
意
説
し、
薬
学

的
な
記
述
を
省
略
し
て、
名
称
の
由
来・
形
態
等
の
漢
文
注
の
み
を
と
り
入

れ、

「
動
植
鉱
物
名
彙」
的
な
書
に
作
り
直
し
て
い
ろ、
と
い
う
こ
と
で
あ

こ
の
事
実
に
基
き、
『
和
名
抄
』
に
お
い
て
『
朝
仁
本
臣
』
を
引
用
す
ろ

こ
と
の
性
格
を
考
え
て
お
き
た
い。
『
輔
仁
本
草
』
は、
中
国
の
本
草
杏
等

か
ら
と
っ
た
漠
名
・
注
に
和
名
を
付
し
た
書
で
あ
る
か
ら、
輔
仁
が
加
え
た

独
自
の
内
容
は
和
名
し
か
な
い。
と
こ
ろ
が
順
は、
漢
語
に
和
名
を
対
応
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
語
を
理
解
し
よ
う
と
し
て、
「
前
掲
旧
史
和
漢
之

書」
の
本
文
を
示
し、
そ
の
後
に
補
注
・
和
名
を
付
し
た
の
で
あ
る
か
ら、

『
輔
仁
本
草
』
を
引
用
す
る
と
し
て
も、
「
和
名
本
草
云」
と
い
う
出
典
注

記
の
も
と
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
の
は、
輛
仁
に
よ
っ
て
収
録
さ
れ
た
和
名

の
部
分
だ
け
の
は
ず
で
あ
る。
換
言
す
れ
ば、
『
輔
仁
本
草
』
本
文
を
引
用

（
注
邑

す
る
場
合
に
は、
そ
の
本
来
の
替
名
で
引
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い。
従
っ
て、

た
と
え
「
和
名
本
草
云」
と
い
う
注
が
な
く
て
も、
本
来
の
書
名
に
よ
っ
て

『
鞘
仁
本
草
』
か
ら
引
い
て
い
る
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
と
言
え
よ
う。

以
上
の
考
察
に
基
い
て、
『
和
名
抄
』
漠
文
本
文
中
の
「
本
草」
に
つ
い

て
検
証
し
た
結
果、
そ
れ
は
『
新
修
本
草
』
本
文
を
さ
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た。
根
拠
は
次
の
四
点
に
あ
る。

①
『
和
名
抄
』
撰
述
当
時、
我
国
で
は
『
新
修
本
草
』
が
最
良
の
本
草
苔

と
さ
れ
て
い
た。

②
『
和
名
抄
』
中
に
は、
「
岡
隠
居
本
草
注
云」
「
蘇
敬
本
草
注
云」
と

い
う
『
新
修
本
草
』
所
載
の
注
を
示
す
出
典
注
記
は
あ
る
が、
『
新
修

本
草
』
を
超
え
ろ
内
容
を
も
つ
本
草
書
の
注
は
み
ら
れ
な
い。

③
「
本
草
云」
と
し
て
ひ
か
れ
た
語
の
中
に
『
新
修
本
草
』
に
お
い
て
初

め
て
収
録
さ
れ
た
語
が
あ
る。

④
「
本
慈
云」
と
し
て
引
用
す
る
場
合
に
は、
『
新
修
本
草
』
の
両
注
の

部
分
を
絶
対
に
ひ
か
な
い。

以
上
の
四
点
に
つ
い
て
詳
述
す
る
こ
と
に
し
た
い。

（
注11)

①
『
紐
日
本
紀
』
に
は
次
の
記
事
が
あ
る。
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岱．
典
薬

兒―u
？
蘇
恥
丸．
蔀
條
本
南・
4
面
窟
尻
集
丸

本
箪
租

撓z.

培]-
5
余
怪
1
亦
今
迷
凩
7
"

1

早
羮．

匡

念敬

メ・
1
叫
行r
凡．
．
 ュ＿・

丸
ゑ．

（
巻
三

応

拒
武
天
差

廷
厖•K
（
町）
年

脊
十
玉
8-

固
史
大
条
本
P
迅

こ
の
記
事
に
よ
る
と、
奈
良
時
代
に
は、
す
で
に
陶
隠
居
の
『
集
注
本
草

（
神
混
本
草
経
渠
注）
』
が
医
学
者
の
基
本
文
献
と
し
て
用
い
ら
れ、
奈
良

末
期
に
至
っ
て
『
新
修
本
哀
』
が
そ
れ
に
加
え
て
採
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

る。
た
だ、
こ
の
文
面
か
ら
だ
け
で
は、
『
巣
注
本
単
』
が
使
用
さ
れ
な
く

な
っ
た
と
見
る
こ
と
は
で
き
ず、
む
し
ろ、
両
術
は
平
行
し
て
用
い
ら
れ
て

い
た
と
兄
ろ
ぺ
き
で
あ
ろ
う。

と
こ
ろ
が、
『
延
喜
式
』
に
は
次
の
様
に
あ
る。

羹
屈―
返

見
差
太
糞
凪・
罪ょ
6

臭

責
断
伶
本
草^

三
巨
ャ
a・
小
og＇ー―-
百
＋
B,
唄
堂、

云B
Bo
八
十一
散
径，
4

年

日＿
（
中
喝）

尺
太
素
社バ
危
大
経＿＿•
新
修
本
箋
店
中
晨＿・
小

さ＾

堂
八
十一

誰
経
並
念
小
径
．

）
 

（
巻
三
十
七

共
葦
寮
8
本
古
典
全
集
本
｀
延
喜
式し
第
六

r
io

.A
;

'
 

凡
医
生ハ．
皆

屈
蚤
改
新
硲
本

裏
．

（
巻
＋
ハ

式
暮
上
塁
君
悶
g

p

g

こ
れ
ら
の
記
事
に
拠
れ
ば、
す
で
に
『
巣
注
本
京
』
の
名
は
見
え
ず、
医

学
生
は
全
て
『
新
修
本
草
』
を
読
む
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る。
こ
の

こ
と
は、
当
時
『
新
修
本
卒
』
が
『
果
注
本
草
』
に
代
わ
る
正
式
な
本
卒
甚

と
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う。

こ
の
『
延
喜
式
』
が
藤
原
忠
平
ら
に
よ
っ
て
奉
じ
ら
れ
た
の
は
延
長
五
（

四
）

年
で
あ
る
が、
『
輔
仁
本
な
』
が
撰
進
さ
れ
た
の
は
延
喜
年
間
（
さ
ら

（

注

lB
)

に
限
定
し
て
延
喜
十
八
(
918)
年
と
す
る
説
も
あ
る。
）
で
あ
り、
『
和
名

抄
』
成
立
は
承
平
四
（
匹）
年
で
あ
る
か
ら、
頻
も、
『
新
怪
本
苺
』
が
当

時
最
良
の
本
草
困
で
あ
っ
た
事
は
知
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る。

②一
般
的
に
い
っ
て、
出
典
注
記
と
い
う
も
の
は
引
か
れ
て
い
る
語
が
ど

の
困
物
に
収
録
さ
れ
て
い
る
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
ら、
「
因
氏
漢
語
抄

云」
「
歴
頷
云」
の
よ
う
に
具
体
的
な
書
名
を
挙
げ
な
け
れ
ば
そ
の
目
的
を

達
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い。
し
た
が
っ
て
「
陶
屈
居
本
珀
注
云」
「
蘇
敬

．
．
．
．
．
．
．
 

本
蕊
注
云」
と
い
う
注
記
は、
一
般
論
と
し
て
は、
不
十
分
な
注
記
と
い
う

べ
き
で
あ
る。
し
か
し、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
一
般
論
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ

っ
て、
絹
柔
者
と
利
用
者
と
の
間
で
或
る
也
を
さ
し
て
い
る
こ
と
の
共
通
認

諾
が
あ
れ
ば、
略
称
を
用
い
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る。
前
述
し
た
よ
う
に
『

和
名
抄
』
編
纂
当
時、
『
新
修
本
草
』
と
い
う
本
草
苔
は、

当
時

の
知
誼
階
級
の
閻
で
は
相
当
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
「
岡
隠

居
本
草
注」
「
蘇
敬
本
草
注」
が
『
新
佐
本
草
』
に
お
け
る
注
で
あ
る
こ
と

．
．
．
．
．
 

は、
厖
纂
者
・
使
用
者
の
間
で
暗
黙
の
了
解
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る。
と
は

言
う
も
の
の、
こ
の
m
だ
け
で
「
本
郎」
「
陶
屈
居
注」
「
蘇
敬
注」
と
『

新
店
本
ヰ
』
を
結
び
つ
け
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う。
な
ぜ
な
ら、
当
時
の
中

国
本
草
苔
は、
前
代
の
本
草
習
の
内
容
を
温
存
し
て、
そ
れ
に
新
注
を
付
し
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．
て
ゆ
く
形
態
を
と
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る。
つ
ま
り、

順
が、
『
新
修
本
菜
』

後
の、

そ
れ
を
超
え
る
内
容
を
も
っ
た
（
新
注
が
付
加
さ
れ
た）

本
京
害
を

用
い
て
い
た
な
ら
ば、

そ
の
苔
か
ら
両
注
を
ひ
く
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ
る。

と
こ
ろ
が、

実
際
に
は、
『
和
名
抄
』
中
に
は、

「
蘇
散
本
草
注」
を
超

え
る
新
注
を
ひ
い
て
い
ろ
例
は
一
例
も
な
い。

も
し
そ
の
様
な
本
草
害
を
項

が
み
ろ
こ
と
が
で
き
て
い
た
な
ら、

よ
り
良
い
辞
苔
を
つ
く
る
た
め
に
当
然

そ
の
新
注
を
ひ
い
た
は
ず
で
あ
る。

そ
の
様
な
注
が
な
い
と
い
う
こ
と
は、

順
は
『
新
修
本
革
』
以
後
の、
そ
れ
を
超
え
る
本
庄
密
は
み
て
い
な
い、

と

い
う
こ
と
に
な
る。

従
っ
て、

順
は
当
時
に
お
け
る
最
良
の
本
卒
世、
つ
ま

り
『
新
修
本
草
』
を
参
考
に
し
て、

「
岡
阻
居
本
草
注」
「
蘇
敬
本
草
注
」

を
付
し
た
こ
と
に
な
る。

（
勿
論、

「
孫
引
き」
の
可
能
性
は
あ
る
が、

そ

の
場
合
で
も、

「
孫
引
き」
さ
れ
た
書
の
編
者
に
と
っ
て
も
前
述
の
条
件
は

同
じ
で
あ
る。
）

ま
た、

岡
西
氏
の
研
究
か
ら
も、
『
新
修
本
卒
』
以
後
『
和
名
抄
』
横
述

ま
で
に、

そ
れ
を
超
え
る
内
容
を
も
つ
本
草
苔
が
編
纂
さ
れ
た
歴
史
的
事
実

は
な
い
こ
と
が
わ
か
る。

「
偽
蜀
の
翰
林
学
士
韓
保
昇
等、

諸
医
エ
と
唐
本

・
（
庄
n)

草
井
に
図
経
を
取
っ
て
相
参
考
し、

更
に
副
定
を
加
え、

梢
注
釈
を
増
し、

も
う
ち
ょ
う
（
注
20)

（
注
m)

孟
稲
序
を
為」
し
た
『
重
広
英
公
本
草
（
蜀
本
草）
』
二
十
巻
が
編
ま
れ
た

（
注
氾）

の
は、

岡
西
氏
の
推
定
に
よ
れ
ば、

瞑
ー
臨
年
の
間
で
あ
る
か
ら、
『
和
名

抄
』
撰
述
（
匹）
に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
と
み
る
ぺ
き
で
あ
る。
『
新
修

本
庄
』
以
後
『
和
名
抄
』
以
前
に
編
ま
れ
た
本
互
世
は
い
く
つ
か
あ
り、
『

（
注
N
)

和
名
抄
』
に
ひ
か
れ
た
も
の
も
あ
る
が、

そ
れ
ら
は
『
新
修
本
草
』
に
と
っ

の
形
態
で
記
載
し
て
い
る
の
で、

頻
が、
こ
れ
ら
の
「
新
附
品」
を、
『
神

農
本
草
経
』
に
基
い
た
部
分
と
区
別
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
せ
ね

ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る。

③
『
和
名
抄
』
に
お
い
て
は、
こ
れ
ら
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
「
本
草
云
」

と
し
て
ひ
い
て
い
る。

川

i
子一
名
丸

蘭
（
硲）
祖
名
加
々

姜

菫
底
み
（
叫）
一

る
究

屈
（
鴫）

噺
内

⑤
 

(
9
荊
代
本

韮＇

巻
箕
九）

上
畜
丸
相

名
加
加
姜

瓦
軌

本
蔦
云
匿
磨

ぎ
名
'
’

太

字
本
文
（
蘇
孜）

割

注

（
蘇

設）

（
二

十

お

ウ
）

（
上
町
ウ）

見一

て
か
わ
る
ほ
ど
の
内
容
を
有
し
て
お
ら
ず、
『
和
名
抄
』
に
引
用
す
る
際
に

も
そ
の
魯
名
を
明
記
し
て
い
る
か
ら、

「
本
庄」
を
そ
れ
ら
の
祖
と
す
る
こ

と
は
で
き
な
い。

さ
て、
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
『
和
名
抄
』
の
「
本
草」
は
直
接
あ
る
い
は

間
接
に
『
新
化
本
m
』
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が、
こ
れ

だ
け
で
は
「
本
草」
11
『
新
修
本
卒
』
本
文
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い。
な

ぜ
な
ら、
『
新
修
本
草
』
に
お
い
て
は
蘇
敬
が
は
じ
め
て
付
加
し
た
一
―
五

皿
の
「
新
附
品」
を
も、
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．

こ
れ
ら
の
引
用
部
分
は、

ば
な
ら
な
い。

畔
戸

日に囁

亮

ユふ＾
（
略）

篇
瞬

（
、
荊

伶
本

草．

巻
箕
十
四
）

こ
れ
ら
の
新
薬
は
『
新
修
本
草
』
よ
り
前
の
本
草
沓
に
は
収
録
さ
れ
て
い

な
い
は
ず
で
あ
り、
ま
た、

前
述
し
た
よ
う
に、
『
新
修
本
草
』
を
超
え
る

内
容
を
も
っ
た
本
庄
苔
は、
『
和
名
抄
』
編
纂
に
お
い
て
は
用
い
ら
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
か
ら、

こ
れ
ら
の
薬
名
は
『
新
修
本
箪
』
か
ら
と
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

④
そ
し
て、

誤
引
と
判
断
さ
れ
る
例
を
除
け
ば、

「
本
草
云
」
と
し
て
引

用
す
る
時
に
は
太
字
本
文
の
部
分
を
ひ
い
て
お
り、

注
文
や
異
名
を
ひ
く
場

合
に
は、

必
ず、

「
陶
阻
居
本
草
注
云」
或
は
「
蘇
敬
本
草
注
云」
と
し
て

引
い
て
い
て、

互
い
の
領
域
を
侵
す
こ
と
は
な
い。

以
上
の
考
察
か
ら、

「
本
草」
は
『
新
任
本
草
』
本
文
で
あ
る
こ
と
が
わ

（
注
ユ）

か
る
の
で
あ
る．
ま
た、

「
隋
隠
居
注
」
「
蘇
敬
注
」
に
つ
い
て
も
同
様
で、

「
本
草」
と
は
区
別
し
て、

同
等
の
扱
い
を
せ
ね

さ
て、

こ
れ
ら
の
部
分
が
『
新
修
本
草
』
か
ら
直
接
引
用
さ
れ
た
か
否
か

は
大
き
な
意
味
を
も
つ
。

ひ
と
つ
に
は、

辞
苔
史
的
な
意
味
で
あ
り、

本
稿

『
新
修
本
草
』
と
『
和
名
抄
』
の
間
に
『
編
仁
本
草
』

が
介
在
し
た
か
否
か

（
下
牛
ウ）

（
二
十
祁
オ）

で
は
こ
れ
を
中
心
と
し
て
綸
じ
て
い
る
が、
ま
た、

和
名
に
関
し
て
言
え
ば、

『
輔
仁
本
草
』
か
ら
「
孫
引
き」
さ
れ
た
と
す
れ
ば、
こ
れ
ら
の
部
分
に
付

さ
れ
て
い
る
和
名
も
あ
わ
せ
て
引
用
さ
れ
た
蓋
然
性
が
高
く
な
る
の
で
あ
る。

『
輔
仁
本
草
』
は
第
十
四
巻
ま
で
は、
『
新
修
本
草
』
と
同
様
の
編
次
に

な
っ
て
い
る
が、

第
十
五
巻
か
ら
第
十
九
巻
ま
で
は、
『
新
修
本
草
』
の
採

目
の
後
に、

同
様
の
体
裁
で
『
七
巻
食
経
』
『
崖
属
（
錫）

食
経
』
等、

「

食
経」
か
ら
の
栖
目
を
付
加
し
て
お
り、
一
見
し
た
だ
け
で
は、

そ
れ
以
前

の
部
分
と
見
分
け
が
つ
き
に
く
い。

『
新
修
本
草
』
と
照
合
し
た
結
果、
こ
れ
ら
の
「
食
経」
か
ら
の
様
目
を

（
注
N)

も
「
本
草
云」
と
し
て
ひ
い
て
い
る
例
が
十
数
例
み
つ
か
っ
た。

在
琺

本
草
云
1
ー

は

打吋

紐羹
蛎
而
色
小
蒼
在
田

）

野
閉
己

(
+
九
16
う）

5す
g

丑且且
（

吟）
＂
名
（
鴫）
和
名
以

魯

（
下
21
ウ）

こ
の
「
炸
猛」
は
『
雀
扇
食
経
』
か
ら
と
ら
れ
た
も
の
で、
『
新
佐
本
草
』

に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い。

ま
た、

患

本
算
云
戒

き
る
謡
戸
〗
ぃ

じ一
云
閲
應
店
注
云

歴誓
謡
泣
以
t

（

え

翌）

m

独
治
（
登

云

独
揺
草

特討召計＂
（
畔）
和
名
卑
止
一

二独
註

いじ

月祖
-21--



印

兒
妥

本
草―
エ
ー
1

仔註

喜

羹一
名

荼

飩＂
和
名
以
倍
人小
礼

菟
妥
吐
甘
度・
蕪
土
長
(
T
峰）

（
｀
謡
侭
本
草:
巻
窟
凡）

『
和
名
抄
』
に
は一

1

例
「
免
葵」
が
あ
る
が、

巻
十
七
の
例
の
傍
線
部
分
（

引
用
者
注）
は
『
輔
仁
本
草
』
に
は
な
く、
『
新
修
本
草
』
に
は
あ
る。
こ

れ
と
同
様
の
確
実
な
例
が、

「
本
草
云
」
「
陶
図
居
本
草
注
云
」
「
蘇
敬
本

（
注m)

草
注
云
」
と
し
て
ひ
か
れ
た
も
の
に
二
十
例
あ
る。

と
こ
ろ
が、

例
外
的
な、

（
注9)

「
鉄
精」
「
酢
」
「
鰻
魚」
の
三
例
を
除
く
十
七
例
の
注
は
「
味」

「

毒
の

有
無」
の
二
点
を
記
し
た
短
い
注
文
で
あ
り、

す
べ
て
『
和
名
抄
』
の
巻
十

七
認
ウ
か
ら
巻
十
七
21
ウ
に
集
中
し
て
い
る。

実
は、
こ
の
部
分
は
『
和
名

抄
』
の
「

菜
蔀
部
第
二
五
」
に
あ
た
っ
て
お
り、

こ
れ
ら
の
十
七
例
が
『
舗

仁
本
草
』
で
は
分
散
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と、
『
新
修
本
草
』
に
お
い

て
は、
こ
の
種
の
注
文
は
す
ぺ
て
の
慄
目
に
付
さ
れ
て
い
て
こ
の
十
七
種
だ

け
が
特
別
の
例
で
は
な
い
こ
と、

等
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
偶
然
の
一
致
と
は

考
え
難
い。

順
は
こ
れ
ら
の
十
七
例
は
す
べ
て
食
用
植
物
な
の
で
特
に
『
新

（
上
刃
オ）

の
よ
う
に、
『
新
修
本
草
』
で
は
本
文
で
あ
り
「
自
動
」
と
な
っ
て
い
る

部
分
を
『
輔
仁
本
草
』
で
誤
っ
て
「
岡
景
注
云
」
「
自
揺」
と
し
た
も
の

を、

そ
の
ま
ま
ひ
い
た
例
な
ど
も
み
ら
れ
る。
こ
う
し
た
例
は
他
に
も
散
見

さ
れ
る
が、
し
か
し、
一
方
で
は
次
の
様
に、
『
輔
仁
本
草
』
に
は
な
く、

『
新
修
本
草
』
に
は
存
在
す
る
注
文
を
ひ
い
て
い
る
例
も
あ
る。

見
葵
本
菓
云
1
1
年
註
哄
甘
衷
黛
工:
肴
く(+七
11

2

(-
コ,
33
ウ
）

督
人
飛
虫
9
（
十
九
22
オ）

農
衝
反
ふ
亡
同・[+

訊
作
ふ百
和
名
可
夫

蛍

説
文
云
＇

こ
れ
ら
二
稲
は
次
の
標
目
に
統
合
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る。

（
注
8~

修
本
草
』
を
み
て
注
を
加
え
た
と
推
察
さ
れ
る

現
に
例
十
五
で
は、

同
じ

「
免
葵」
で
あ
り
な
が
ら、

「
草
本
部
第
三

こ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
巻
二

+
33
ゥ
の
例
に
は
注
文
を
付
し
て
い
な
い。

も
し、

順
が
み
た
『

輔仁
本
草
』

に
こ
の
注
文
が
あ
っ
た
な
ら、
こ
の
例
に
も
ひ
い
て
い
た
は
ず
な
の
で
あ
る。

と
こ
ろ
で、
『
輔
仁
本
草
』
に
は
一
0
二
五
団
の
薬
品
が
収
録
さ
れ
て
い

る
が、

そ
れ
ら
が
す
べ
て
『
和
名
抄
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い。

「
本
草
云」
と
し
て
ひ
か
れ
て
い
る
薬
品
は
二
五
六
団
で、

こ
れ
に
「
岡
隠

居
注」

「
蘇
敬
注」
と
し
て
ひ
か
れ
て
い
る
槃
品
を
加
え
て
も
三
割
強
に
し

か
な
ら
な
い。

引
用
さ
れ
な
か
っ
た
薬
品
は
大
体
次
の
特
徴
を
も
つ
も
の
で

あ
る。

（
下
円
り）

〈
下
門
ウ）

①
和
名
が
な
い
も
の
・
巻
第
二
十
「
有
名
無
用」
収
録
語
・
「
唐」
の
注

し
か
な
い
も
の
な
ど
で、
こ
れ
ら
は
引
用
さ
れ
な
か
っ
た
煤
品
の
大
半
を

占
め
て
い
る。

②
ひ
と
つ
の
探
目
に
統
合
さ
れ
た
り、

他
因
の
引
用
に
よ
っ
て
吸
収
さ
れ

た
り
し
て
い
る
も
の。

例
え
ば

木
旨
（
世
和
公
於
保
可
命

藝
匿

つ翌
和
名
古
阿
布

③
本
草
昏
に
は
箪
要
で
あ
っ
て
も
国
語
辞
裔
と
し
て
の
『
和
名
抄
』
に
は

不
必
要
・
不
適
当
と
判
断
さ
れ
た
ら
し
い
も
の。
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露
躁
及

（各）

如
名
於
俣
波
知
乃
湧

な
ど
で
あ
ろ。

ま
た、
『
輔
仁
本
草
』
に
同
様
の
項
が
あ
っ
て
も
「
本
ヰ」

「岡
隠
居
注」

己
敬
注」

以
外
の
出
典
注
記
に
よ
っ
て
『
和
名
抄
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る

も
の
も
数
多
く
あ
ろ
0

分
類
す
る
と
以
下
の
様
に
な
る。

A

『
輛
仁
本
草
』
で
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
書
（
『
店
韻
』
『
説
文
』

『
＾小
雅
注
』
等）

こ
れ
ら
の
書
名
を
出
典
注
記
と
す
る
引
用
部
分
に
は、
次
の
例
の
様
に
何

ら
か
の
注
（
音
注
も
含
む）
や
異
名
が
付
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い。

（
下
30
ウ）

柿

磁
文
云

“
U
未―
賢
累
V

千
七
9

ウ）

印
一
棉
仁
"
i
杓・
麗

岱
”
5
滉
井
註＂
吋
iic
火
棉
且
萩
烈

⑨

”
田
出

閉

”い砧ぷ一
名
鉗
葉一
i．
置
丸一
名

朱

冑む糾i
屯
る
加
杜

右
の
よ
う
な
例
は、
『
輔
仁
本
恵
』
内
の、

「
食
経」
か
ら
の
培
補
以
外

．

の
部
分、

す
な
わ
ら
『
新
修
本
な
』
の
編
次
と
対
応
す
る
部
分
に
収
録
さ
れ

て
い
ろ
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
ろ。
「
食
経」
に
よ
ろ
増
袖
部
分
に
収
録
さ

れ
て
い
る
も
の
は、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
食
経」
名
で
ひ
か
れ
て
い
ろ。

B

『

輔仁

本
な
』
に
引
用
さ
れ
て
い
ろ
書
で、
用
例
の
多
い
も
の
（
『

菜
名
苑
』
『
七
巻
食
経
』
『
也

蜀食
経
』
等）

こ
れ
ら
の
例
は、
そ
の
引
用
さ
れ
て
い
る
注
文
が
『
輔
仁
本
な
』
に
な
い

こ
と
が
多
く、
順
が
豆
接
原
典
に
あ
た
っ

た可
能

性があ
る。
『
新
修
本
卒
J

(
T
n
ォ）

四

順
は
『
輔
に
本
草
』
を
と
の
様
に
扱
っ
た
か

c

 

と
対
応
す
ろ
部
分
の
も
の
で
も
「
食
経」

の
名
に
よ
っ
てひ
か
れ
て
い
ろ
も、

のが
あろ
の
で、

晒
は
「
食
経」

を
も
攻
婆
視
し
て
い
た
こ
とが
窺
え
る。

「食
経」

の
注
文
は、
r
医
心
方
』

所
引
の
そ
れ
と
よ
く
一
致
す
ろ。
，

 

吐^
べ
伍
迄
本
似
且
而
紅’

昴
脩
反
れ

損

音
高
負

食
経
云
名
太
比

沿
着も

(
t
九
3

オ)

（

ぶ
り）

ハ9

m

損
訂
又
危
魚
且
心

屯
今比7

T
 

貌
似
印
而

紅靡

登紐ば

(;＿区

翌¢
惑
第
三
t)

二
顔

養
跳―

i
i
（

中碕）

『
輔
仁
本
な
』
に
引
用
さ
れ
て
い
ろ
害
で、

用
例
の
少
な
い
も
の
（

『
那
繁
論
』
『
大
消
経
』
等）

一四

こ
れ
ら
は
用
例
が
少
な
い
た
め、

「
孫
引
き」
で
あ
る
か
否
か
、
判
断
一

が
蛙
し
い。
た
と
え
ば、

和
名
如

（
二
十
竹
ウ）

�
 

）

木
天
琴

那
登
論
云
I
I
I
大
々
r

0

0

 

ぞ
天
慕一

含羹い”

如
名
和
り
々
比

（
下
4
オ）

の
『
那
繁
論
』
の
場
合
は、
こ
れ
一
例
し
か
な
い。
し
か
し、
こ
う
し
た
例

の
ほ
と
ん
ど
は
異
名
を
示
す
の
み
で、
し
か
も、
そ
れ
ら
の
異
名
は
『
飼
仁

本
な
』
に
収
録
さ
れ
て
い
ろ
も
の
ば
か
り
な
の
で、
「
孫
引
き」
の
蓋
然
性

は
高
い
と
い
え
よ
う。



.
2
 
テ
キ
ス
ト
は
「
日
本
古
典
全
集」

本
を
用
い
た 。

以
上
の
事
実
か
ら
推
し
て 、

順
は 、

少
な
く
と
も
『
新
修
本
草
』
本
文
・

両
注
を
ひ
く

湯
合
に 、

合
理
的
な
説
明
の
つ
く

二
十
例
を
除
け
ば 、
『
輛
仁

本
草
』
を
介
し
て
「
孫
引
き」
の
形
で
と
り
こ
ん
で
い
る 。

『
新
條
本
草
』
を
直
接
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
二
十
例
が
あ
る
に
し
て
も

『
輔
仁
本
草
』
を
重
視
し
な
か
っ

た
と
は
考
え
ら
れ
な
い 。
な
ぜ
な
ら 、
も

し
順
が
『
新
修
本
草
』
の
内
容
を
重
視
し
た
な
ら 、
『
輔
仁
本
草
』
に
記
載

さ
れ
て
い
る
注
文
・

異
名
以
外
の
部
分
を
も
っ
と
多
く
引
用
し
て
い
て
も
不

思
議
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る 。

．

ま
た 、

仮
に 、

順
が
『
輔
仁
本
草
』
か
ら
の
引
用
の
部
分
を 、
『
新
修
本

草
』
で
一
々
確
か
め
て
引
い
た
と
し
て
も 、

そ
こ
に
は
『
輔
仁
本
草
』
の
注

文
・

異
名
を
甚
準
と
し
た
姿
勢
が
あ
り 、

結
果
的
に
は
「
孫
引
き
J

の
場
合

の
扱
い
方
と
本
質
的
に
同
じ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る 。

な
お 、
『
和
名
抄
』
と
『
輔
仁
本
草
』
の
関
係
に
お
い
て
は 、

和
名
が
大

き
な
問
題
と
な
る
が 、
こ
の
点
に
つ
い
て
は 、

稿
を
あ
ら
た
め
て
述
ぺ
た
い 。

テ
キ
ス
ト

は
「
伊
勢
二
十
巻
本
（
『
和
名
類
染
抄

店
紅
＃
本
文
お
よ

且索

引
』
馬
渕
和
夫
氏

所
収）
」
を
用
い
た 。
二
十
巻
本
を
用
い
た
の
は 、

「
＋
巻
本
よ
り
も
古
い
形
態
を
示
し
て
い
ろ
」
と
い
う
築
島
裕
氏
の
説
（

「
図
書
寮
本
類
染
名
義
抄
と
和
名
類
染
抄」
『
国
語
と
国
文
学
』
40
の
7)

に
従
っ
た
た
め
で
あ
ろ 。

（
注）

十
巻
本
系
で
は
「
本
草
云」

。

十
巻
本
系
に
は
こ
の
項
は
な
い 。

十
巻
本
系
で
は
「
本
草」

。

十
巻
本
系
で
は
「
本
草」

。

十
巻
本
系
で
は
「
本
草」

。

十
巻
本
系
で
は
「
本
草」

。

他
の
諸
本
で
は
「
陸
詞
切
韻
J0

10

十
務
本
系
で
は
「
本
草
云」

。

11

築
島
裕
氏
は 、

こ
の
項
を
「
疑
を
存
す
ろ
箇
所」
と
さ
れ
て
い
る 。

「
本
草
和
名
の
和
訓
に
つ
い
て
」
『
国
語
学
研
究
』
東
北
大
学
文
学
部
『

国
語
学
研
究
』
刊
行
会

昭
和
四
八
年
八
月）

12

十
巻
本
系
で
は
「
本
草
云」

．

13

た
だ 、
な
ぜ
「
本
草」
の
探
目
よ
り
も 、
こ
れ
ら
の
漢
籍
の
も
の
を
優

先
し
た
の
か 、

現
在
の
と
こ
ろ
わ
か
ら
な
い 。

u

「
久
佐
奈
須
比
」
の
方
は 、
『
輔
仁
本
草
』
に
基
い
て
作
ら
れ
た
と
さ

れ
て
い
る
『
医
心
方
』
「
諸
薬
和
名」
（
テ
キ
ス
ト
と
し
て
「
日
本
古
典

全
集
本」
を
用
い
た）
に
は
採
録
さ
れ
て
お
ら
ず 、

順
が
見
た
『
輔
仁
本

草
』
に
採
録
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る 。

15

思
の
蘇
敬
ら
が
高
宗
の
詔
を
う
け
て 、

そ
れ
ま
で
の
本
草
笞
（
陶
弘
景

〔
岡
隠
居
と
も

〕
私
撰
の
『
神
殷
本
草
経
集
注
』
等）
を
超
え
る
形
で 、

実
情
に
沿
う
よ
う
に
編
成
さ
れ
た
中
国
最
初
の
勅
撰
本
草 。

そ
れ
以
前
の

本
草
搭
と
同
様 、

前
代
の
本
草
苔
に
新
注
を
加
え
る
体
裁
で
編
集
さ
れ
て

，

 

8
 

7
 

6
 

5
 

4
 

3
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国
立
中
国
医
薬
研
究
所）
を
あ
わ
せ
用
い

い
る。
ひ
と
つ
の
項
を
図
式
化
す
ろ
と、

]
o

!
 

]｝
経
隻
注贔

一（
大
な）
本
文

（r
神
豊
本
蒐
経。）

一（
割
き
陶
弘
覧
注

衷（
割
き
蓋
敬・五

t

峯
3妍
代
本
蓄r．
に
お
＂
て
妍
め
て
投
斜

ざれ
た
新
王

のに

付さm
3.

と
な
っ
て
お
り、
前
代
の
本
草
曾
の
内
容
を
知
ろ
上
で
も
便
利
で
あ
る。

（
『
本
哀
概
説
』
岡
西
為
人
氏

昭
和
五
二
年
創
元
社・
「
店
新
修
本
草

之
解
説」
中
尾
万
三
氏
『
京
都
仁
和
寺
蔵
旧
紗
本
景
印
』
昭
和
十一
年
大

阪
本
草
図
書
刊
行
会
に
所
収

な
ど
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た。
）

な
お、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
「
新
修
本
草
残
十一
巻」
（
纂
喜
鷹
叢
害
所
収）

・
『
京
都
仁
和
寺
蔵
旧
紗
本
景
印
』
（
前
出）
・
『
重
輯
新
修
本
草
』

（

一
九
六
四
年

岡
西
為
人
氏

た。
16

こ
の
原
則
に
立
つ
と、
例
二
「
通
草」
は
非
常
に
稀
な
例
外
と
考
え
ら

れ
る。

17

こ
の
『
続
日
本
紀
』

の
記
事
と、
次
の
『
延
喜
式
』
の
記
事
の
存
在
に

つ
い
て
は、
す
で
に
中
尾
万
三
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る。
（
前
掲
8)

18

『
本
草
和
名
』

（
日
本
古
典
全
集）
解
題
に、
「
輔
仁
は
襄
醐
天
皇
に

仕
へ
て
右
衛
門
府
の
医
官
よ
り
侍
医、
権
医
博
士
に
任
ぜ
ら
れ、
延
喜
＋

八
年
（
九一
八）
に
勅
を
奉
じ
て
『

掌中
要
方
』

、
『
類
緊
符
宜
抄
』

を

撰
進
し
た。
『
本
草
和
名
』
も
ま
た
同
時
に
勅
を
奉
じ
て
撰
進
し
た
も
の

で
あ
ら
う
と
云
は
れ
る。」
(
p
2)
と
あ
る
が、
こ
の
説
の
出
所
に
つ
い

て
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い。

19

『
新
修
本
草
』
の
異
称。
同
昏
よ
り
後
の
本
草
習
に
お
い
て
は、
こ
の

名
称
を
用
い
る
こ
と
が
あ
る。（
岡
西
為
人
氏『
本
草
概
説
』
に
よ
る。
）

20

同
杏
p
67
の
「
補
注
本
草
所
引
害
伝」
引
用
部
分
を
参
考
に
し
た。

21

「
『
英
公
本
草
』
と
は
『
新
修
本
草
』
の
こ
と
で
あ
ろ。」
（
同
杏
E5)

22

同
掛
P

印＼
68

23

た
と
え
ば
『
本
草
拾
遺
』

な
ど

．

24

こ
の
「
本
文」
は
あ
く
ま
で
も
形
式
的
な
も
の
で
あ
ろ。
な
ぜ
な
ら、

も
し、
順
が
『
神
展
本
草
経
』
の
部
分
を
「
本
草」
と
認
め
た
か
っ
た
の

な
ら、
新
附
品
は
「
本
草」
に
は
含
め
な
い
は
ず
で
あ
る
し、
逆
に
蘇
敬

が
付
し
た
も
の
も
「
本
草」
に
含
め
る
の
な
ら、
「
蘇
敬
本
草
注」
を
別

に
設
け
る
必
要
は
な
か
っ
た
は
ず
な
の
で
あ
る。
噸
が
『
神
腹
本
草
経
』

の
部
分
の
み
を
「
本
草」
と
し
て
引
こ
う
と
し
て、
誤
っ
て、
新
附
品
を

ひ
い
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
十
分
に
あ
る。

25

「
＋
数
例」
と
し
た
の
は、
『
輯
仁
本
草
』
で一
項
と
し
て
い
る
も
の

を
『
和
名
抄
』
で
は
二
項
に
わ
け
た
り
し
て
い
て、
必
ず
し
も
項
目
数
が

一
致
し
な
い
か
ら
で
あ
ろ。

26

他
の
諸
本
で
は
「
独
揺
草」
。

27

文
字
が
相
迎
し
て
い
る
だ
け
の
例
や、
順
の
誤
引
と
判
断
さ
れ
る
例
な

ど
は
除
い
た。

28

魯涵
喜
居
日
鉄
絹ー
名
飲
i
”
い
”
祢
想
窟
中
拍
塞
着

一

名

(
+-

g)
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百
骨
ネ

本
箪
N
'

_
'

如

ii
在

(―-
＋
収
ウ）

俣

ha
云
籟

国

仕
様
2
5

]

い

が月

り＂

祖
日＂
巻
第
四）

『
新
修
本
草
』
中
の
「
陶
隊
居
注」
で
は
「
鉄
精」
と
「
鉄
漿」
を
同
物

と
は
み
な
し
て
い
な
い。

ま
た、
『
輛
仁
本
草
』
で
は
「
鉄

漿」
は
『
茶

名
苑
』
か
ら
と
っ
て
い
る。
『
和
名
抄
』
の
「
陶
随
居
日
」
が
正
し
い
か

否
か
疑
を
存
す
る。

も
倉
盆
反
忠

本作翡
3-

翌

湧殴
奮
集
官
反
．
唐
隠
届
日

本

直去
1
酒
唆
酸
温
元
ま

俗
呼
為
苦
酒

社

請
疇
が

（
＋
六
33
オ）

竺
ゑ
酸

9紅

屯f-
g
苦
這

如廷屯―
名
葦
池

伍味q

如
る
湧

（
下
咄・
ワ）

蒲
珠
設
磨
委
a
)

"

咋且
註
芯”

（疇
新
修
本
茸．

峯負
十
九）

こ
の
「
本
草」
の
方
の
例
は、

後
述
す
る
「
菜
疏
部」
の
例
と
同
じ
く、

食
用
の
も
の
な
の
で、

特
に
注
を
付
し
た
と
思
わ
れ
る。

ま
た、

「
岡
屈

居」
の
方
は、
『
輛
仁
本
草
』
の
割
注
に、

他
の
項
の
よ
う
に
「
陶
景
注

云」
の
注
●
な
く、

現
存
本
『
輔
仁
本
草
』
は、

原
本
に
あ
っ
た
注
の
一

部
を
お
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る。

実
際、

次
の
様
な
類
例
が

み
ら
れ
る。

如
名
加
奈
ス
曾一
名
加
祢

(
l
"
ウ）

[

（
鍼
仁
本

算
に
は
な
い）

人
用
染
色

（
＋
四

芍）

書そ“
俗

蘇
妨

蘇取るぎ―ェ
：
音
ヵ

一
蘇
枯
蘇
墨
舟
云
'

1

月爪いい白

こ
れ
ら
の
例
は、
『
新
修
本
草
』
に
は
収
録
さ
れ
て
お
り、

内
容
も
一
致

す
る。

ま
た
『
医
心
方
』
の
「
諸
薬
和
名」
に
も
「
蘇
方
木
店
」
「
接
骨

木
笠
認
翌
」
と
あ
ろ
こ
と
か
ら、
『
輛
仁
本
草
』
原
本
に
は
存
し
て
い
た

と
推
測
さ
れ
る。

上
音
礼
釦

請
魚
本
葺
云
桑
I
名
芭氣

味
甘
束
忌
ゑ
考

醤
憶
届‘
荘
云

盪
今
作
鰻
字
V

(
t
九
5
オ)

象

4諄畦―

;

＂
掻一
を

薙

57
5

舟
墨
牟

]

詮
魚
昧
甘

貿
惹
毒
（
中
略

j"いパ
し
い
t

〗

前
例
と
同
じ
く、

食
用
の
も
の
な
の
で、

持
に
注
を
付
し
た
と
思
わ
れ
る。

29

た
だ、

ど
の
程
度
実
用
に
供
し
た
か
は、

定
か
で
は
な
い。

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り、

大
友
信一
先
生
を
は
じ
め、

多
く
の
方
々
か
ら

重
要
な
御
指
摘・
御
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た。

記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す。

（
岡
山
大
学
研
究
生）

-26-




